
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇全職員による共通理解と共通実践。
〇学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践。

〇年度末の学習アンケートにおいて、
「自分で学び方を選んで学習したり、友
だちの考えを聞いたり、見たりして、自
分の考えを深めることができている」と
いう設問に対して「よくできた」という回答
が70％以上。
〇単元テストにおける主要教科4教科の
平均点が、75点以上を達成する。

○個別最適な学びや協働的な学びを保障した授
業開発を通して、児童が主体的に学習できるよう
な授業実践に努める。
〇読書活動、ドリル学習などで既習学習の反復に
力を入れ、基礎基本の充実に力を入れる。
〇主要４教科において、MEXCBT等を活用する。

B

・「自分で学び方を選んで学習したり、友達の考え
を聞いたり、見たりして、自分の考えを深めること
ができている」という設問に「よくできた」と回答し
た児童の割合が５８％だった。下期では、校内研
などを通して、授業改善を図る。
・単元テストにおける主要４教科の平均点が７５点
以上を達成できなかった学年があった。特に算数
科においてドリル学習などで既習事項の反復に
力を入れて基礎基本の充実に努める。

B

・「自分で学び方を選んで学習したり、友達の考えを聞
いたり、見たりして、自分の考えを深めることができて
いる」という設問に「よくできた」と回答した児童の割合
に変化が見られなかった。授業の中で児童が学び方を
選択できる場面をより多く設定するなど、学校全体で
取り組みを続け、改善を図っていきたい。
・単元テストにおける主要４教科の平均点が前期から
向上した。既習事項の反復に力を入れた成果が表れ
たと考えられるため、今後も基礎基本の充実に努めて
いきたい。

B

・授業を見た印象はよかった。
・基礎基本の充実が重要だと思う。
・教科に偏りが見られるためか「だいたいできて
いる」の割合が４０％近い。さらなる改善を望み
たい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

●自分や友達を大切にしながら、学級
活動や委員会活動、縦割り班活動に積
極的に取り組んでいると回答する児童８
５％以上。

・青空協室やクリーンタイムをはじめとする縦割り
班活動の振り返りに認め合いを取り入れ、その一
部をきらりカードに書いて掲示したり、放送したりす
ることで自分や友だちのよさを見つけ、互いを大切
にする心を育てる機会をつくる。 B

・「自分や友達を大切にしながら、学級活動や委員会
活動、縦割り班活動に積極的に取り組んでいる。」と
回答する児童が８２．８％であることから、おおむね目
標を達成している。児童会を中心に、互いを認め合う
活動を実施しており、自己肯定感の高まりが感じられ
る。今後は、どの児童も自分の良さに気付くことがで
きるようにしていきたい。

A

・「自分や友達を大切にしながら、学級活動や委員会
活動、縦割り班活動に積極的に取り組んでいる。」と回
答する児童が８６．６％と、上期の数値を上回った。学
校行事や縦割り班活動を通して、児童同士の互いを認
め合う心が育ってきている。児童会活動で年間を通し
て良さ見つけに取り組んできたことや、縦割り班活動
において「きらり紹介」を継続してきた成果と言える。

A

・若干の意見の相違はあってもつながっていくことが大
事だと思う。
・児童が何事にも「積極的に取り組んでいる」の回答が
高いことはとても良いことだと思う。
・何事にも「気づき」から課題となり、話し合い、成果につ
ながると思う。お互い認め合い、人の話を聞く姿勢が大
事である。
・先生方のかけ言葉が更なる後押しをできると思う。積
極的な声掛けをいただけたらと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

●いじめ未然防止、早期発見、早期対
応のために組織的対応ができていると
回答する教職員８５％以上。

・毎週の連絡会の気になる児童の報告会、教育相
談旬間後の共通理解の場を通して、各学級の気に
なる児童への対応や支援を教職員全員で行うよう
にする。
・ケース会議を必要に応じて開催する。 A

・いじめ未然防止、早期発見、早期対応のために
組織的対応ができていると回答する教職員
91.6％であり、職員は児童の実態把握に努めて
いる。今後も継続していきたい。
・ケース会議で対策を検討実施することで、児童
の対応を適切にできるようになっている。 A

・いじめ未然防止、早期発見、早期対応のために組織的対
応ができていると回答する教職員が100％で、職員は児童
の実態把握に努めている。次年度も継続していきたい。
・教育相談旬間を年２回実施し、各学級の気になる児童へ
の対応や支援を教職員全員で行うことができた。年３回の
心のアンケート実施し、きめ細やかに児童の声を拾い上げ
たことで、迅速かつ適切な対応をすることができた。

A

・隠れたいじめの存在の可否も、気配りは必要かもしれ
ない。
・いじめの早期発見、対応は、児童と先生の信頼関係が
大事。
・先生方の努力のたまものです。武内っ子は素直に育っ
ている。
・対策委員会等を設置し早期対応ができている。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童80％以
上。
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童70％以
上。

・教育相談旬間及び年３回の心のアンケートにお
いて児童一人一人の声に耳を傾け自己肯定感が
高まるように支援していく。
・各学年における教育活動において、キャリアパス
ポートを通して目標を持って活動に取り組ませ、今
後の自分の成長に期待を持てるように振り返りを
行う。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童90％以上を達成している。教育相
談からの「心のアンケート」を実施することで児童の実
態把握はできたので、今後もより児童の声に耳を傾
けていきたい。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童８５％という結果から、今後も達成感
を感じることができる活動への取り組みを推進してい
きたい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童が９４、５％で上期を上回った。次年度も、よ
り一層児童の声に耳を傾けていきたい。少数ではあるが、
肯定感の低い児童に対しての言葉かけを充実させていき
たい。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答を
した児童が８０％で成果指標は達成できた。前述の項目と
関連性が高く、日常生活において、自己有用感を高めてい
く必要がある。

A

・児童も人間として認めてもらうことが本当に大事。
・夢や目標をもつことは重要であり、日頃からの積極的
な声掛けが必要と思う。
・将来の夢や目標をもっていることに正直驚いた。情報
量の多い時代を改めて認識した。まだ見ぬ世界や更に
目を向けてほしいです。

●「望ましい生活習慣の形成」 ●学校生活５か条・家庭生活３か条の項
目を守っていると回答する児童90％以
上。
●自主的に健康な体つくりに取り組んで
いる児童80％以上。

・定期的に学校生活５ヵ条、家庭生活３ヵ条を守ってい
るか振り返り、翌月の生活に生かすように声かけをす
る。
・テレビ・ゲームのマイルールの作成を各家庭にお願
いをし、学校と保護者が一体になって活動を進めていく
ことができるようにする。
・保健だよりを毎月発行し、生活習慣に関わることや病
気に関することの周知を図る。

B

・学校生活５か条・家庭生活３か条の項目を守ってい
ると回答した児童が88.5%であることから。おおむね目
標を達成している。全校朝会等で定期的に振り返り、
意識できるようにしていきたい。
・自主的に健康な体つくりに取り組んでいる児童が
86.2%だったことから、目標を達成している。スポチャレ
の紹介やなわとび旬間の活動を通して、運動に慣れ
親しむ機会を増やしていきたい。

B

・学校生活５か条・家庭生活３か条の項目を守っている
と回答した児童が86.7%であることから。前期に比べる
と数値を落とした。来年度は、集団下校の際に定期的
に振り返るようにしたい。
・自主的に健康な体つくりに取り組んでいる児童が
91.1%だったことから、目標を達成している。来年度も引
き続き運動に親しむ機会をつくっていきたい。

B

・家庭生活については、保護者・家庭の協力と理解が必
要。
・家庭生活のアンケート結果が正確なのかやや疑問で
ある。
・学校生活5か条はよく守れているが、家庭生活3か条が
今ひとつである。

○ふるさと武内における防災教育の推
進

○学期初めの通学路点検や毎月の安
全点検、防災に関する研修会や各種避
難訓練を効果的に実施し、有事の時に
「自分の判断で動ける」と答えた教職員
90%。

・年３回の校区内巡視を実施し、校区の危険箇所
を職員で共通理解を図る。
・予告ありの避難訓練だけでなく、予告なしの避難
訓練（児童に対して）を実施し、常に危機管理を高
めることができるようにする。 A

・通学路点検や毎月の安全点検、防災に関する
研修会や各種避難訓練を効果的に実施し、有事
の時に「自分の判断で動ける」と肯定的な意見を
答えた教職員が100%だった。今年度は予告なし
避難訓練は実施しないが、引き続き、危機管理を
高めることができるようにしていきたい。

A

・通学路点検や毎月の安全点検、防災に関する研修
会や各種避難訓練を効果的に実施し、有事の時に「自
分の判断で動ける」と肯定的な意見を答えた教職員が
100%だった。来年度も計画的に安全や防災に関する
意識を高める活動を実施していきたい。 A

・児童一人ひとりが安全について学ぶことが必要。
・安心安全は生活するうえで極めて重要であり、校内の
みならず地域での訓練等への積極的な参加が重要と思
われる。
・想定外の災害が起こる時代になった。引き続きスキル
アップをお願いしたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限(月45時間、年間360時間)を遵
守する。
●職員の年次休暇の取得日数1人当たり１
４日以上を目標とし、計画的に取得できるよ
うにする。

・毎月個別の時間外在校等時間の集計を提示し、
教職員のタイムマネジメントへの意識を高める。
・定時退勤日の設定をする。

B

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職員の割
合7％
・定時退勤日に退勤できない日があった。
・夏季休業中に、教職員が休暇を取得しやすい環境
を整備した。
・４～９月の職員１人当たりの年次休暇の平均取得日
数は、７日であった。

B

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職員の割合
８％
・月末の時間外在校時間の集計を各自行い、翌月の目標
時間を設定することで、タイムマネジメントへの意識が高
まってきた。
・12月までの職員１人当たりの年次休暇の取得日数は、平
均８．６日であった。

B

・本年度は150周年行事もあり、かなりの時間加算に
なったのではと心配。
・業務内容の見直し（県教委や市教委への報告削減等）
ができればよい。
・何年か前に比べるとずいぶんと改善できている。
職員によって差があった。

●特別支援教育の充実

〇支援を必要とする児童の支援体制の
充実

○特別支援教育に関する専門的な知識
や支援方法が向上したと回答する教職
員85％以上。

・特別支援教育に関する研修会を年４回開催す
る。
・必要に応じてケース会議を開催し全体に共有す
る。
・特別支援だよりを発行し、保護者への啓発活動
をする。
・特別支援学級の授業参観・研究会を行う。

A

・特別支援教育に関する研修は年4回のうち３回実施し、計
画通り実施できている。
・「特別支援教育に関する専門的な知識や支援方法が向上
した」と回答する教職員は１００％だった。
・特別支援教育だよりを２回発行し、保護者への啓発に努め
ることができた。
・７月に特別支援学級の校内研を行い、自立活動の授業作
りへの理解を深めた。また、講師を招聘をし、専門的な助言
をいただいた。

A

・就学支援委員会で、児童の実態の把握や次年度必
要な支援について校内で共通理解することができた。
・「特別支援教育に関する専門的な知識や支援方法が
向上した」と回答する教職員は８０％で、教職員研修や
校内研が上期に集中してしまったので、次年度は定期
的に実施するよう計画を立てたい。

A

・研修会の定期的な開催が意識の定着になると思いま
す。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志と誇りを高める教育

〇地域との連携を充実させ、自他を大
切にした自己肯定感を育む教育活動の
推進

〇郷土学習や体験活動を通して、佐賀
県や武雄市、武内町のよさを感じ、自己
肯定感や達成感をもてた児童を80％以
上。

・各学年の教育課程において、郷土学習や体験活
動を積極的に取り入れる。
・ふるさとへの誇りをもち、自分の成長や達成感を
実感できるような活動の充実を図る。 A

・児童アンケートで、『地域の方と行う学習活動で
「がんばった」「できるようになった」と感じることが
できるようになった』と88.5％が回答した。
・『児童が自己肯定感や達成感をもつことができ
るような授業を行っている』と回答した教職員
100％。

A

・児童アンケートで、『地域の方と行う学習活動で「がん
ばった」「できるようになった」と感じることができるよう
になった』と96.6％が回答した。
・『児童が自己肯定感や達成感をもつことができるよう
な授業を行っている』と回答した教職員90％。 A

・子供達には体験や経験が重要であり、地域の行事等
にも積極的に参加してほしい。
・地域のみんなで連携して、子供たちを見守り続けた
い。
・武内の地域コミュニティをどんどん活用され、子供たち
の体験型学習をサポートしていければと思う。

〇地域連携による学校教
育充実

〇地域の中の学校の良さを生かした「花
まるタイム」の推進
〇地域の人とのつながりを感じ、郷土を
愛する心の育成

○地域の方や官民一体型学校のよさを
活用して、児童が生き生きと学習できる
環境をつくる。
〇花まるタイムの取り組みについて肯定
的な回答をする教職員と児童75％以
上。

・花まるタイムの年間計画に基づき計画的に実施
する。
・武内公民館と連携し花まるタイムへの地域の方
の参加の啓発。
・地域の方をゲストティーチャーとした学習を積極
的に取り入れ、教育活動の充実を図る。

A

・花まるタイムでは、授業参観の日に保護者に参
加を呼びかけた。多数の参加があり、通常の時
間での参加の啓発につながった。
・長寿会をはじめ、いろいろな団体の方をゲスト
ティーチャーとして招き、地域と連携して学習活動
を行うことができた。

A

・花まるタイムは計画的に実施することができた。
地域連携の取り組みに肯定的な回答をした教職員
100％、保護者98％，児童91％であった。
・各学年の教科学習や総合学習において地域の
方にゲストティーチャーとして来ていただき、充実し
た教育活動を行うことができた。

A

・学校の許す範囲で町民を呼んでほしい。
・保護者参加が少ない。身近で実態を見てほしい。
・8月に花まるタイムの育友会担当日を初めて設け
た。多くの方に参加いただいた。子供たちの学校で
の姿は新たな発見の場であるので、次年度も続け
てほしい。
・町内の各々の団体が協力し、他町にはない地域
連携がよくなされている。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

武雄市立武内小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・確かな学力につながるような授業改善や基礎・基本の学力定着ができる取組の工夫が課題である。振り返りを生かした授業づくり、読み書きの基礎・基本となる学習の継続的な取り組みを計画的に進めたい。
・心のアンケートを実施し教育相談旬間を設けたことで、心配事を相談できる機会が保証され、相談しやすい環境を作ることができた。実態把握からの迅速な対応を、今後もチームで連携して実行する必要がある。
・地域との連携で体験型の学習を積極的に取り入れたことは、学ぶ意欲の向上につながり、故郷への思いや感謝の気持ちを表現する場にもなった。地域との連携からできる体験的な教育活動を工夫して取り入れていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年度まで取り組んできた「個別最適で協働的な学び」については、教職員一丸となって取り組むことができた。より深い学びをめざして取り組んだ振り返りシートも一定の効果を得た。
・いじめ未然防止、早期発見、早期対応については昨年度以上に素早く丁寧な組織的対応ができた。その反面、心配事を相談できていない児童もいることから、次年度は相談しやすい環境をどうつくっていくかを議論し、実行する必要がある。
・「望ましい生活習慣の形成」については、以前から本校の課題としている。次年度は開校150周年を迎え、地域や育友会の方と協力する場面を生かして、ますますの啓発を目指したい。

２　学校教育目標 学校大すき・友だち大すき・ふるさと大すき　武内っ子　～思いやりの心をもち、学ぶ意欲にあふれる子ども～

３　本年度の重点目標
①確かな学力の向上のための指導方法・指導体制の充実。
②魅力ある学級経営を目指し、全職員で協力して一貫した指導の徹底。
③教員の資質向上と業務改善を図る。
④特別支援教育の視点をベースにした個への支援と集団支援の充実。

学校名


